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厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
子

ど
も
の
貧
困
率
は
、
２
０
１
２
年

に
１
６
．
３
％
で
過
去
最
悪
。
１

７
歳
以
下
の
子
ど
も
の
実
に
６
人

に
１
人
、
３
０
０
万
人
余
り
が
貧

困
状
態
に
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
女
性
と
子
ど
も
の

貧
困
は
深
刻
で
、
さ
ら
に
母
子
家

庭
な
ど
「
ひ
と
り
親
世
帯
」
の
子

ど
も
の
貧
困
率
は
５
４
，
６
％
で

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で
最
悪
の

状
況
で
す
。

日
本
共
産
党
の
小
池
晃
参
議
院

議
員
は
、
予
算
委
員
会
で
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
も
と
で
深
刻
に
な
っ
て

い
る
貧
困
と
格
差
の
問
題
を
取
り

上
げ
、
消
費
税
の
増
税
は
貧
困
対

策
に
逆
行
す
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

日
弁
連
・
県
弁
護
士
会
主
催

「
子
ど
も
と
貧
困
」
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
に
１
４
０
人

日
本
弁
護
士
連
合
会
で
は
、
全

国
で
貧
困
問
題
に
関
す
る
市
民
集

会
「
貧
困
問
題
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
「
子
ど
も
と
貧
困
」
を
テ
ー

マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
が
栃
木
県

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
様
々
な
立
場
か

ら
貧
困
問
題
に
取
り
組
む
４
人
、

藤
田
孝
典
氏(

反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
埼
玉
代
表
で
「
下
流
老
人

１

億
総
老
後
崩
壊
の
衝
撃
」
の
著
者)

・

中
野
謙
作
氏(

「
栃
木
県
こ
ど
も
・

若
者
ひ
き
こ
も
り
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
」
セ
ン
タ
ー
長)

・
森
川
清
氏

(

弁
護
士)

・
石
田
聡
氏(

下
野
新
聞

子
ど
も
の
希
望
取
材
班)

が
そ
れ

ぞ
れ
講
演
を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
だ
け
の
不
安
な
夜
に

勉
強
も
手
に
つ
か
ず

下
野
新
聞
社
の
石
田
聡
氏
は
、

「
希
望
っ
て
な
ん
で
す
か
〜
貧
困

の
中
の
こ
ど
も
」
を
２
０
１
４
年

の
１
月
か
ら
６
月
ま
で
の
半
年
６

０
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
取
材

の
中
で
、
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち

を
紹
介
し
ま
し
た
。

母
子
家
庭
の
３
人
兄
妹
。
２
つ

の
仕
事
を
掛
け
持
ち
し
、
働
き
詰

め
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
母
親
を

気
遣
う
中
学
２
年
生
の
祐
汰
君
。

父
親
代
わ
り
の
１
４
歳
。
子
ど
も

だ
け
の
不
安
な
夜
は
、
意
欲
も
揺

ら
ぎ
、
勉
強
も
手
に
つ
か
な
い
状

況
に
。

教
育
費
の
負
担
軽
減
と

現
金
給
付
の
拡
充
を

６
人
に
１
人
が
貧
困
の
中
で
生

き
る
現
状
を
報
道
し
て
き
た
取
材

班
は
、
「
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
健
や
か
に

育
つ
こ
と
は
、
子
ど
も
の
当
然
の

権
利
」
と
し
た
う
え
で
、
教
育
費

の
負
担
の
軽
減
や
現
金
給
付
の
拡

充
に
よ
る
所
得
保
障
の
必
要
性
な

ど
を
強
調
し
ま
し
た
。

貧
困
大
国
か
ら
の
脱
却
を

貧
困
率
と
は

国
民
の
平
均
的
な
所
得
の
半

分
を
貧
困
ラ
イ
ン
と
言
い
、
そ

れ
以
下
の
世
帯
の
割
合
を
い
う

安
全
保
障
関
連
法
の
廃
止
を

求
め
る
若
者
た
ち
が
２
４
日
、

宇
都
宮
市
内
を
デ
モ
行
進
し
ま

し
た
。
デ
モ
を
呼
び
か
け
た
の

は
、
１
０
代
か
ら
２
０
代
の
若

者
が
結
成
し
た
「
Ｄ
３
」
。
正

当
な
民
主
主
義
の
支
持
者
と
い

う
意
味
で
Ｄ
ｅ
ｆ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ

ｓ

Ｄ
ｕ
ｅ

Ｄ
ｅ
ｍ
ｏ
ｋ
ｕ

ｒ
ａ
ｃ
ｙ
の
頭
文
字
を
と
っ
た

も
の
。

戦
争
法
の
廃
止
と
選
挙
で
の

投
票
率
の
ア
ッ
プ
を
か
か
げ
て

い
ま
す
。
日
光
市
の
七
田
千
紗

さ
ん(

１
６)

が
、
去
年
の
９
月

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
呼
び
か
け
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

デ
モ
は
、
宇
都
宮
城
址
公
園

か
ら
市
内
約
４
キ
ロ
メ
ー

ル
を
軽
快
な
音
楽
に
合

わ
せ
、
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
荷

台
か
ら
パ
レ
ー
ド
を
先

導
す
る
七
田
さ
ん
は
「
未
来

は
僕
ら
の
手
の
中
に
」
「
民

主
主
義
っ
て
な
ん
だ
」
と
コ
ー

ル
、
参
加
者
は
、
後
に
続
き

ま
す
。

市
内
初
め
て
の
サ
ウ
ン
ド

デ
モ
に
、
通
行
人
は
立
ち
止

ま
っ
て
注
目
。
あ
ち
こ
ち
で

ス
マ
ホ
を
向
け
る
人
も
い
ま

し
た
。

Ｄ
３
で
活
動
す
る
大
学
生

の
岡
田
ち
ふ
み
さ
ん(

２
１)

は
「
安
保
法
制
の
危
険
性
を

伝
え
自
分
で
危
険
性
を
判
断

で
き
る
る
若
者
の
輪
を
地
域

で
も
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

若者たちが宇都宮 サウンドデモ初

「野党は共闘」などのプラカードを掲げてパレードする若者たち

スピーチする七田千紗さん

ひ
と
り
親
世
帯
の
こ
ど
も
の
相
対
的
貧
困
率
は
５
４
・
６
％

全
世
帯
で
は
１
６
・
１
％

６
人
に
１
人
は
貧
困
ラ
イ
ン
以
下

昨
年
４
月
に
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
宇
都
宮
市

で
も
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自

立
支
援
相
談
事
業
や
学
習
支
援
事

業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
ま
だ
緒

に
就
い
た
ば
か
り
で
す
。
安
倍
内

閣
の
貧
困
対
策
は
、
解
消
を
進
め

る
も
の
に
は
程
遠
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

所
得
が
低
い
ほ
ど
、
負
担
が
重

く
の
し
か
か
る
逆
進
性
が
最
大
の

問
題
で
あ
る
消
費
税
の
更
な
る
増

税
は
貧
困
と
格
差
を
さ
ら
に
広
げ

る
最
悪
の
政
策
で
す
。



宇
都
宮
市
生
活
と
健
康
を
守
る
会
（
猪
瀬

和
男
会
長
）
は
１
７
日
、
市
内
で
新
春
の
つ

ど
い
を
開
催
。
２
０
１
６
年
の
会
の
活
動
を

展
望
し
、
出
席
者
は
和
や
か
に
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

同
会
は
、
昨
年
は
「
生
存
権
裁
判
を
支
援

す
る
会
」
立
ち
上
げ
の
学
習
会
開
催
や
、
２

５
条
大
集
会

“
守
ろ
う
憲
法
２
５
条
”
に

３
名
を
派
遣
。
班
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、

守
る
会
新
聞
を
中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

念
願
の
事
務
所
開
設
へ

新
し
い
年
は
、
遂
に
念
願
の
守
る
会
事
務

所
を
細
谷
町
に
開
設
。
看
板
も
掲
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
市
民
の
く
ら

し
（
生
活
）
と
健
康
を
守
る
諸
活
動
・

相
談
活
動
を
旺
盛
に
展
開
し
た
い
と
し

て
い
ま
す
。

市
民
の
生
活
と
健
康
を
守
る
「
駆
け

込
み
寺
」
と
な
る
日
も
近
い
と
の
意
気

込
み
あ
ふ
れ
る
つ
ど
い
と
な
り
ま
し
た
。

協
力
共
同
し
て

平
和
と
暮
ら
し
守
り
抜
こ
う

つ
ど
い
に
は
、
小
池
一
徳
日
本
共
産

党
参
院
選
栃
木
選
挙
区
予
定
候
補
が
来

賓
挨
拶
、
野
村
せ
つ
子
県
議
が
県
政
、

荒
川
つ
ね
お
・
福
田
く
み
子
両
市
議
が

市
政
報
告
を
行
い
、
戦
争
法
廃
止
・
社

会
保
障
改
悪
ス
ト
ッ
プ
の
た
め
頑
張
り

ぬ
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

日本共産党宇都宮市議員団
定 例 無 料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 2月13日（土）
午後２時～4時

◇会 場 宇都宮市コミュニティセンター 第1創作室

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）
土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。
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市が国へ軌道事業の特許を申請へ
宇
都
宮
市
は
１
９
日
、
議
員
協
議
会

を
開
き
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
実
施
に
必
要

と
な
る
「
軌
道
事
業
運
送
高
度
化
実
施

計
画
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
特
許
取
得

に
向
け
て
国
に
提
出
す
る
も
の
。

（
資
料
参
照
）

「
軌
道
事
業
運
送
高
度
化
実
施
計
画
」

は
、
同
事
業
の

①
実
施
す
る
区
域

②
内
容

③
実
施
予
定
期
間

④
実
施

に
必
要
な
資
金
の
額
及
び
そ
の
調
達
方

法

⑤
事
業
の
効
果

⑥
地
域
公
共
交

通
網
計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
事
業
に
関

連
し
て
実
施
さ
れ
る
事
業
に
関
す
る
事

項

⑦
軌
道
施
設
の
使
用
料
の
額

⑧

同
使
用
料
の
収
受
方
法

⑨
同
施
設
の

使
用
開
始
予
定
日
及
び
そ
の
期
間

⑩

同
施
設
の
管
理
方
法

⑪
そ
の
他
同
事

業
の
運
営
に
重
大
な
関
係
を
有
す
る
事

項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
事
業
案
で
は
、
来
年
度
７
月
着
工
、

２
０
１
９
年
（
平
成
３
１
年
）
運
行
開

始
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
説
明
を
受
け
て
、
日
本
共
産
党

の
福
田
く
み
子
議
員
は
、
平
石
地
区
の

住
民
、
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
「
市
民
合

意
な
し
の
事
業
認
定
申
請
は
時
期
尚
早
」

と
批
判
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
案
は
、
２
０
日
の
芳
賀
・

宇
都
宮
基
幹
公
共
交
通
検
討
委
員
会
の

議
論
を
経
て
、
２
２
日
に
国
土
交
通
省

に
申
請
さ
れ
ま
し
た
。

市の資料より

生活と健康を守る会総会であいさつする荒川つねお議員

宇
都
宮
市
生
活
と
健
康
を
守
る
会

新
春
の
つ
ど
い

ひ
ら
く

Ｌ
Ｒ
Ｔ

福田くみ子議員


